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日本農業気象学会東海支部規約

第 1 章  総  則

第 1条  (名 称)  :本 会は日本農業気象学会東海支部とする。

第 2条 (目的)  :本 会は農業気象に関する研究をすすめ、その知識の普及をはかり、また地方的問題の解決にも

努力するとともに農業気象学同好者の規陸をはかることを目的とする。

第 3条  (事 務局) :原 則として支部長の所属する機関におく。

第 2章  事  業            ど

第 4条 (事業)  :本 会は第 2条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1)総 会 (運営に関する基本的事項、その他重要な会務の審議、および報告)年 1回。

(2)例 会 (研究発表、講演、談話会、見学等)年 2回。

(3)会 誌の発行。

(4)そ の他必要と認める事業。

第 5条  (事 業年度):本 会の事業年度は毎年 4月 1日 に始まり3月 31日 に終わる。

第 3章  会  則

第 6条 (会員)  :本 会の会員は、愛知 ・岐阜 ・二重 ・静岡の4県 における日本農業気象学会会員ならびに、農業

気象に関心を有する者をもつて組織する。本会への入会を希望するものは、氏名 ・住所 ・職

業 ・勤務先を記入の上、本会事務局に申し込むものとする。

第4章  役  員

第 7条  (役 員)  :本 会に次の役員をおく。

支 部 長    1名      評 議員   4名 (各県 1名 )

会計監査    1名      幹  事    各 県若千名

第8条 (任務)  :

(1)支 部長は支部の会務を総理し支部を代表する。支部長に事故ある時または欠けたときは支部長があらかじめ指名

した評議員または幹事がその職務を代行する。

(2)評 議員は各県の会務のとりまとめを行う。

(3)評 議員及び幹事は幹事会を構成し重要な会務を評議決定する。

(4)会 計監査は本会の会計を監査する。

(5)幹 事は支部長の命令を受け本会の事務を執行する。

第 9条 (選出)  :

(1)支 部長は評議員の合議により選出される。

(2)評 議員は、愛知 ・岐阜 ・二重 ・静岡の各県毎 1名 を選挙により決める。支部長に選出されたときには補充する。

(3)会 計監査は文部長が会員の中から委嘱する。

(4)幹 事は支部長が会員の中から委嘱する。

第 10条 (任務)  :役 職の任務は2年 とし、重任を妨げない。

第 11条 (解任)  :役 員が東海地方を離れ、またはその職場を退いた場合には自然解任となる。

第 5 章  顧  問

第 12条 (顧問)  :本 会に顧間をおくことができる。顧問は幹事会で承認し、支部長が委嘱する。

第6章  会  議      十

第 13条 (会議)  :本 会には総会と幹事会をおく。

(1)(総会)    :年 1回開催し支部長が招集する。但し臨時に招集することができる。

(2)(幹事会)   :必 要に応じ支部長が役員を召集する。

第 7章  会  計

第 14条 (会計年度):本 会の会計年度は事業年度と同じとする。

第 15条 (経費)  :本 会の経費は会員の会費および寄付金などによる。

第 16条 (会費)  :支 部年会費は次のとおり前納とする。

正会員    1,000円

第 17条 (決算)  :会 計の決算は会計年度終了後速やかに監査を経てその後最初に行われる総会に報告しなければ

ならない。

第8章  そ の 他

第 18条       :そ の他は本部会則に準ずる。

第 19条 (会則の改正) :こ の会則の改正は総会の決議により行 う。



農気東海誌

63号 、 2005

1 , は じめ に

牧 ノ原台地の茶園地帯は、我が国有数の茶

単作地帯である ことか ら、茶園へ の過剰な窒

素肥料の施肥 による地下水汚染の典型地であ

る。著者らは前報までに、①茶園の表層土壌

は著しく強酸性化していること ② 台地湧水

は湧出地の標高 によって特有の水量変動があ

ること ③ 牧ノ原台地北部の野菜茶研周辺で

は降雨の多い時期にのみ湧出する標高の高い

( 台地茶園の直 ぐ下) 場 所に湧水が
一時的に

出現 し強酸性で硝酸性窒素やアルミニウムイ

オンが多 く流出水系の水質に及ぼす影響が大

きいこと、な どの点を明 らかにしてきた。

牧 ノ原台地茶園地帯水系の汚染では、降雨

の多い時期に出現する茶園に近い湧水が どの

ように形成され流出するのかが、水質 に及ば

す影響を評価する場合非常に重要である。

そ こで、牧 ノ原台地茶園において泉雨の降

り始めか ら終了までの時間を追って茶園表面

流出水、暗きょ流出水を経時的に追跡 しその

特徴について調べた。

2 . 研 究方法

野菜茶業研究所金谷茶業研究拠点に隣接す

る牧ノ原台地上のほば平坦な農家茶園約 5 h a

牧の原台地の源流域平坦茶園における降雨イベント時の流出特性調査
ヽ

松尾喜義 ・横山謙二
十.野中邦彦

野菜茶業研究所金谷茶業研究拠点 ・*コ アエンジエアリング (株)

Waterユ ow at rain event on、vater‐head area in nat‐tea‐ields in W[akinohara plateau

駒 OShi Matsuo,音KeniiYokoyama and Kunih並o No■aka

National lnstitute ofvegetable and tea science,やCoa‐Engineering Co.

( 図に示 した地図中で線で囲んだ部分、長辺

約 4 5 0 m 短辺約 1 2 0 m のおおむね 短冊形の地

形、全面茶園のほば平坦地で最高点 と最低点

の標高差は 1 0 m 以 内で ある) か ら流 出す る

表面排水の水路で降雨の開始か ら終 了まで継

続 して流出状況 を観察す るとともに、溝採水

地点 ( 図 1 ‐1 0 中 黒 丸 印 ) の 近傍 の研 究所内

茶園に設置 されて いる暗き ょ排水設備 ( 設置

後 2 0 年以上経過、面積 1 0 a の茶 園、周辺 もす

べて試験茶園 ) の 暗 き ょ排水 出 口で並行 して

流出状況 を調べた。表流水 ・暗き ょ排水 とも

適宜経時的 に採水 して、 p H 、 電 気伝 導度 を

携帯型測定器 で調べ、硝酸性窒素、ア ンモニ

ア態窒素 を比色法で測定 した。降雨量 は、採

水地点の東約 3 0 0 m に 設置 した金谷茶業研究

拠点の気象観測データを用いた。

調査は 2 0 0 2 年3 月 2 7 日の総雨量 2 0 ミ リの

降雨 ( 3 月 2 7 日午前 7 時 か ら午後 1 時 、最大

時間雨量 6 ミ リ) と同年 3 月 2 9 ～3 0 日 の総雨

量 8 0 ミ リの降雨 ( 2 9 日午前 4 時 か ら 3 0 日午

前 4 時 、最大時間雨量 1 2 . 5 ミリ) の 2 つ の降

雨イベ ン トにつ いて調査 した。
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第 1 図  調 査 区域

( 線で囲 まれ た部分、矢印黒点が採水地点

1 1 / 2 5 万地形 図 「島田」 )

3 . 調 査結 果

( 1 ) 2 0 ミ リの降雨時の調査

この時の降雨は、午前 7 時 前か ら午後 1 時

まで約 6 時 間降 り、最大時間雨量 6 ミ リで総

雨量は 2 0 ミ リあ り、 3 月 末 の この時期 とし

ては比較的まとまった雨であった ( 時間雨量

を第 2 図 に示す ) 。表 面排 水路か らの流出は、

採水地点では降雨開始後 、約 6 時 間経過後 の

午後 0 時 1 分 か ら同 1 1 分とごくわずかで、短

時間です ぐに流出が止 まった。

溝 における表面流出水の発生は、直前の降

雨時間雨量 と密接 に関連す る模様で、午前 1

1 時 か らの時間雨量が 6 ミ リあった直後のわ

ずかな時間にのみ溝 に流出水が発生 した。

溝で採取 した表面流出水の水質は下記第 1

表 の通 りで、硝酸性窒素はほ とん ど含 まれず

p H も それ ほ ど低 くなかった。第 1 表 中の「ロ

ーカル流」 とは、水路底土面 に溝 に降 つた降

雨が集 まって部分的に流れ る状態の水流 を示

している。 この程度の降雨では、降雨終 了後

も暗 き ょか らの流 出水 は まった く認 め られ

ず、表面流出水 も採水地点を越えて下流へは

ほとんど流出しなかった。また、表面流出水

は、茶園区画の間の通路土面や運搬用の車が

通る地道の表面に降った水が主体 と考えられ

た。

397  水 路ローカル流
396  水 路回一カル流
886  本 流到達最初の先端部分
931  本 流流下5分後

第 2図 2 0 0 2年 3月 2 7日 の降雨の時間雨量

第 1表 20ミ リ降雨時の表面流出水の水質

2002年 3月27日 の流出水
サンプル採取時刻硝酸性窒素 アンモニア  pH    EC   サ ンカレの特徴

ppm    ppm       マ イクロモー/crn
10i45:00

11:00:00

12:00:00

12:06i00

0 0

0 . 5

0 8

0 . 6

00       5.03

0.0      497

13       4.83

112       4.8

12:11:10    06    09   478    91.3  本 流流下10分消えかかる
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( 2 ) 8 0ミ リの降雨時の調査

こう降雨イベントでは、雨は 20 0 2年 3月 29

日午封■時前から30日 午前 4時 過ぎまで 24時 間

持境 (途中一時降り止む)し 、この季節としてはか

なじうヽ量をもたらした。

表ヨi=出水の出現時刻は、この雨の場合にも降雨

章モ■う均 T時間後の午前 11時 33分 であつた。
一=ヽ ■:! たヽみになった時間には、表面流出水は断

●した 年 後 2時 半から午後 8時 まで)。 表面流出

卜、こ三二十停止したのは、一連の降雨が 30日午前 4

千ころF上 した 6時 間後の、30日午前 10時頃であ

ti =東 三者きょからの流出は、降雨開始から約 1

と考育生_1生後 6時 30分 頃から始まり、出水の停

二tf i =生 後 12時 30分 ごろで、降雨の停止か

と・T= =育 安てあった。時間雨量と暗きょ流出水量

●F定 を具を章 2図 に示した。

晴きょ
6 0

5 0

4 0

3 0

2 0

1 0

0

表面流出水の水質は、第 3図 、暗きょ流出水の水質

を第 4図 に示した。これらの図ではサンプリング順

にまとめてあるが、サンプリングの時間間隔が流出

初期にはそれ以外に比べ短いことに注意が必要であ

る。

表面流出水は、最初直接溝内に降った降雨がまず

流出し、硝酸性窒素、アンモエア態窒素とも少ない

が、その後アンモニア態窒素が硝酸性窒素より高く、

pHも 5内 外であった。表面流出水では降雨開始か

ら時間が経過すると次第にアンモニア態窒素が減少

し硝酸性窒素は逆に次第に増加することが分かっ

た。
一方、暗きょ流出水は、アンモニア態窒素は低い

状態で最後まで経過し、硝酸性窒素が表面流出水に

比べ著しく高くpHも 低かった。硝酸性窒素濃度は

最初増加し、その後は時間の経過とともにわずかず

つ減少する変化傾向が認められた。
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第 3図 80ミ リ降雨時の表面流出水の水質特性 (時間間隔が均等でない点に注意)
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4 考  察

牧ノ原台地の平坦な茶国では、降雨が茶園の表

上にしみ込み下層へ向かって浸透して行き、その

後地下水となることは明白であるが、その過程で

溶存する物質がどのように変化し、地下水水質に

影響するのかはほとんど報告がない。ここでは、

我が国の茶園として代表的な牧ノ原台地平坦茶

国での降雨に伴う流出水の変化を明陳に捉える

ことができた。

降雨イベント時の表面流出水には、茶園地域の

淀出水に特徴的な高い硝酸性窒素と強い酸性が

それ|まど認められず、茶園や茶園周辺の道路から

降雨によって水路に直接流出する水の水質は茶

園地域流出水

うそれとはかなり異なっていた。一方、暗きょに

た出している水の水質は、硝酸性窒素濃度が高く

と験性を呈し典型的な茶園地域流出水の特性を

,:芸に示した。

以上のことから、茶園における硝酸性窒素汚染

と地下水の強酸性化については、重要な問題は茶

貢長違水であり、表面からの直接流出水の影響は

宅ヤ的に少ないことが明らかになったと考えら

な、今後茶園地下水浄化のためには、浸透水対策

を三現することが重要と考えられる。ここに示し

た毛果|よ、調査地域における牧ノ原台地の地質的

な千徴を反映した結果であることは明らかであ

を、ろで、この結果を茶園一般に直接適用できるも

、ろで|まない。

婁地をはじめとする水質汚濁源からの負荷流

二と降雨の特性との間には密接な関連があるこ

とう:予想され、多くの現場で水質モニタリングが

午れなている。ところが、降雨時にどのような汚

兵打貢がどの程度流出しているかを測定するこ

と,まそれほど容易ではないので、平水時のデータ

■こしら推定によることも多い。今後も種々の流出

Fて 峰雨イベント時の調査データを積み重ねる

ことギ重要と考えられる。

と雨によって茶園表層から浸透する水に含ま

れる与貢が、地下へ浸透する過程で地層中で中和

きたるとどのようなことが起こるのか、またその

=ttt完 了する深度は地質条件とどのように関

連しているのかが今後問題になる。また、浄化対

策から見ると、一時的に多量に浸透する水をどの

ように中和 ・浄化するかが問題である。

5.ま とめ

降雨イベントに伴う牧ノ原台地上の平坦茶園

からの流出水と浸透水を調査した。降雨量 20ミ

リでは、表面流出水、浸透水ともほとんど発生し

なかった。総雨量 80ミ リの降雨では、表面流出

水が生じるのは降り始めから約 7時 間後で、暗き

ょ流出水が流れ始めるのは約 18時 間後であっ

た。

茶園表面流出水は、アンモニア態窒素が多く硝酸

性窒素は少なくpH5内 外であった。茶園暗きょ

流出水は硝政性窒素が高くpH4と 強酸性で、茶

園地下水の特徴が明隙に出ていた。

6.参 考文献

1)加 藤忠司.2001・茶園周辺環境の問題.安 田

ら編.環 境保全と新しい施肥技術.養 賢堂 :

284-286

2)松 尾喜義.2002.牧 ノ原台地の湧水流量に及

ばす降雨の影響 日 本農業気象学会東海支部

会誌 60:11‐14

3)松 尾喜義 ・横山謙二 ・野中邦彦.豪 雨前後に

おける牧ノ原台地からの茶園地下水の湧出

特性。日本農業気象学会東海支部会誌 61:1-3
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台風 23号 の岐阜県国府町のモモ被害の特徴

松村博行 ・神尾真司

岐阜県中山問農業技術研究所

恥 mst remarkable features ofthe damage to peaches at region ofKOkuよ1‐chou,

Gi血 ‐prefecture by the Number 23 tyhoon

Hiroyuki Matsumura and Shinii KamiO

Gih Prefectural Hi■ yAgricultural Research lnstitute

1 _は じめに

岐阜県の飛騨地域は夏秋 トマ ト・ホウレン

ノウの産地であり、盆時期に集中出荷 され る

モモ と騒地 リンゴの産地である。平成 1 6年度

のモモの作付け面積は約8 0 h a、生産戸数 1 1 0戸、

祖生産額拘7億円である。

モモロは標高5 0 0～8 0 0 mの傾斜地 と河岸に多

く、排水良好 と夏期の 日温度較差の大きいこ

とが高品質の果実生産を可能に している。

平成 1 6年1 0月2 0～2 1日の台風2 3号は飛騨地

域にかっては発生 しなかった水害をもたらし

た。それは、農地の流失、圃場への土砂流入、

作竹の注央等をもた らし、大きな問題 となつ

た
。
.

君再地域のモモ国では若木の枯死が発生 し

てお り、連作障害、凍害、排水不良、樹幹の

0か らの月枯れ病の進入等が原因 と推測 され

ている。

今日台風によって、根の切絶、流水やその中

に含まれる石、木材等による柑皮の擦 りによ

るヨ皮、お幹の裂け等の傷はモモの枯死を誘

窮すると考えられる。

この皆死の習査は2005年5月以降に実施する

予定である。

本官完では、特に被害直後の状況を中心に

ユ告する。

2 . 材 料および方法

台風第2 3 号は2 0 日1 3 時頃高知県に上陸 し、

2 1 時頃に岐阜市付近を通過 した。 このため、タ

方から夜にかけて、飛騨地方を中心に所々で

1 時間に5 0 m 皿を越 える非常に激 しい雨が降つた。

高山では2 0 日に 日最大1 時間降水量5 7 . O m m を記

録 し、統計開始 ( 1 9 1 4 年) 以来 1 0 月としての極値

5 0 . 7 皿m ( 1 9 4 5 年1 0 月9 日) 及び年間を通 しての極

値5 2 . O m m ( 1 9 4 0 年8 月4 日) を更新 した。

また、2 0 日の 日降水量は2 5 6 . 5 m m を記録 し、統

計開始 ( 1 8 9 9 年) 以来1 0 月としての極値 1 7 4 . 8 m

皿( 1 9 4 5 年1 0 月9 日) を更新 し年間を通 して2 位の

記録 となった。そのほか、多くのアメダス観測

所で極値を更新する大雨であつた。

このため、住家全壊 1 0 棟、半壊9 3 棟、床上浸水

9 4 6 棟、床下浸水2 1 7 6 棟を記録 した。

供試材料は2 0 0 4 年1 0 月2 0 日の台風2 3 号の被害

を受けた岐阜県吉城郡国府町のモモ樹を用いた。

調査は被害発生後7 日に行つた。

枝に付着 した雑草、ゴミ等や圃場に散乱 した流

木、ゴミ等は中学生のボランティアによって被

告発生後5 日までに除去 された。

( 1 ) 傾 斜地モモ園で発生 した土壌流失に対す

る処置は実施 されていなかった。
｀
1 2 メ 河 岸のキモ園で発生した土壌流入園地で

は、被害発生後7 日はブル ドーザーによる

流入 土砂 の除去の最 中であった。
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( 3 ) 土砂の除去後、残つたモモ樹は起 こされ、

支柱を添え、固定 された。構冠下は完熟

堆肥が乾燥防止のため4 0 リッ トル/ 村施要

された。病害発生防止のためベルクー ト

水和剤 1 0 0 0 倍液が葉面散布 された。樹幹

の裂けは併せて固定された。

枝の裂けは切 り取 り、 ト ップジンM ペース

トが塗布 された。

肥料は施用 されなかった。

3 , 結 果および考察

( 1 ) 被害発生の位置

国府町の宮川河岸のモモ園は一カ所で被害

が発生 した。宮川の支流の川上川が官川に合

流 したところから氾濫 した。その下流で宮川

に合流する瓜巣川は宮川に合流する前に氾濫

した ( 図1 ) 。

乗鞍か らの丹生川の雨量は少なく、宮川の

一層の氾濫は回避 された。

国府町の傾斜地のモモ国で排水路がオーバ

―フロー して大量の上砂流失による河川化が起

こり、その流失 した土砂が他所で土砂の流入 と

しての被害が見られた。

傾斜地の上砂流失によるモモ村の根の露出に

よる倒木被害は大規模な園地回復工事が終了す

るまで手つかずの状態であった ( 写真 1 ) 。

( 2 ) 台風による雨

期間降水量は丹生川以外は2 0 0 m m 以上 と成つ

た ( 図2 〉。 この大量の降水が河川の氾濫を発生

した。丹生川で2 0 0 m m 以下であつたことが宮川

の氾濫を最小限にした と考えられる。

1 時間雨量は丹生川を除き2 0 時に最高を記録 し

たことも宮川の氾置を最小限に留めたと考えら

れる ( 表1 ) 。なおより細かく編めの振 り方を観

察すると、揖斐川で5 0 m m を記録 したのが

1 7 : 2 0 で、岐阜で2 7 m m を記録 したのは1 8 : 3 1 で、

郡上で5 2 m m を記録 したのが1 9 : 1 0 で、六厩で

5 4 コm を記録 したのは1 9 : 4 0 で、船山で6 0 皿m を記

録 したのが1 9 : 6 0 で、高山で5 7 m m を記録 したの

は2 0 : 0 2 と集中豪雨が次第に北上 した ( 表2 ) 。

神 田

口 府 町
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ｒヽ
か
脚
札
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刊

＼ 、

f                !        す 'L

| フ>玉 :=と造ヽ、型世ャ_ナ ‐、_十

図 1  官 川 の流域 とモモ園の位置

こコ11

ひるがの
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表 l Btt PB5雨量の比較(冊m)

よ也′二  12B寺 19B寺 14日寺 15日寺 188寺 17口寺 131寺 19日寺 20日寺 218寺 228寺  238寺  24日寺

高山

河合

六原

デ奮見

丹生川

白川

1 9  8 . 5  7 . 5   3 1 5 口 5  1 0  1 6

7     6     S    ‖0    1 5   2 0   2 3

1 0    1 0    1 0    1 8   2 8   2 3   3 7

8     7    8    1 3    1 7   2 4   2 8

9     8    4     8    7    7    6

7     8    7    1 2    1 7   2 4   2 9

28   57   30

25   35   23

45   45   21

33  33   25

5  23   80

23   34   21

1 5 口5    1 4

18      6

1 3    1 8

2 4     9

1 9    1 5

18      7

2

1

3

S

4

4

主 ) 2 0 0 4 年 1 0 月2 0 日

高 山 は測候 所 、それ 以外 は ア メ ダ スデ ー タ

雨
量
（３
ヨ
）

白 l 清見  六 団  船 山  河 合

アメダス地点

図 2台 風23号期間雨量の比較

丹生川

表2  時 間雨量の比較 ( m m )

注 ) 2 0 0 4 年 1 0 月2 0 日

高山は測候所 、それ以外はアメダスデー タ

期 間 :2004年 10月 19～ 21日

( 3 ) モモ樹の被害状況の特徴

① 傾 斜地の排水路の流失、モモ園の土砂流失

と根の露出 ( 写真 1 ) 。

②  河 岸のモモ国の遠景 ( 写真2 ) 。

③  モ モ よリネクタリンは冠水による落葉が軽

微であつた ( 写真3 ) 。

④  一 年枝は2 年枝 より冠水による落葉や枯死

が軽微であつた ( 写真4 ) 。

⑤ 流 水の圧力による村幹の裂けが認められた

( 写真5 ) 。

⑥ 冠 水被害後7 日でも着水 しなかつた部分の

業の落葉が継続 していた ( 写真6 ) 。

④ 冠 水による着水 した部分の業は完全に落葉

していた ( 写真7 ) 。

③  支 柱は雨水の圧力による主幹部の裂けを防

地 点 降水量 発生時刻

揖 斐川

岐 阜

八播

ひ る が の

六属

清 見

占 1 1

高 山

丹 生川

神 田

1 7 : 2 0

1 8 : 3 1

1 9 : 1 0

1 9 1 2 0

1 9 : 4 0

2 0 1 0 0

2 0 : 0 0

2 0 : 2 0

2 1 : 0 0

2 1 : 0 0

5 0

2 7

5 2

5 2

5 4

3 9

3 4

5 7

3 0

3 2
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止 下 (写真 8 ) 。

③  新 梢 の先端の葉 は巻業 していた (写真 9 ) 。

①  樹 幹の樹皮 の流水 に よる株れ で生 じた剥

皮 (写真 1 0 ) 。

①  主 枝 の分枝部 での折れ (写真 1 1 ) 。

以上、冠水 に よる落葉 は着水部分 で冠水 直

後に発 生す ることはカキ と同様 である
1 ) 。
しか

し、ナ シの よ うに着水 しない部分の葉が落 ち

る現象 と同様 の現象 が認 め られ た。 この こ と

は、モモは冠水 に弱 く、根 に大 きなス トレス

がかかつた もの と考 え られた。 これ ら落葉 、

断根お よび根 のス トレスは貯蔵養分の蓄積 に

大 きな影響 を与 える と考 え られ 、モモ樹 の枯

死が多発 している当地域では翌年へ の影響 が

心配 され る。

排水路の流失 と根 の露出

写真 3 右 はネ クタ リン、左 はモモ

写真 4 1年 枝 と 2年 枝

写真 5  主 幹 の 裂 け

写真2河 岸 モモ園概観

―- 10 -―



被害 7 日後の落葉

写真8支 柱 に よる主幹 の裂 け防止

写真9新 梢先端の巻葉

写真 1 0  流水 に よる擦れで生 じた幹 の樹皮

剥皮

写真7 着 水部分の落葉

- 1 1 -



写真 11  主 枝の分枝部での折れ

引用文献

1 ) 松村博行 、野 田裕 史 . 1 9 9 5 . 台 風 2 6 号のカ

キヘの影響 . 農業気象学会東海 支部会誌 . N O .

5 3 : 2 1 - 2 4

2 ) 宮本 善秋 . 2 0 0 4 . モ モ枯死障害の発生実体

と対策 .果実 日本 V々 o l . 5 9 - 7 : 4 2 - 4 4
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農気東海誌

63号 、 2005

1.は じめに

岐阜県の飛騨地域は夏秋 トマ トの雨よ

け栽培の発祥の地であり、平成 15年 度の

作付け面積は約 136ha、生産農家戸数 390

戸である。

夏秋 トマ トの露地栽培では、収穫期が

近づいた果実に袋かけをして裂果発生を

防いでいたが、雨よけ栽培が導入されて、
その発生を著しく抑えることが可能 とな
った (青木,1996)。 しかし裂果発生は雨
よけのみでは十分に抑えることは出来ず、

現在においても、可販収量や品質の低下
をもたらすばか りでなく収穫後の選別作

業に多大な労力を要している。

夏秋 トマ ト栽培で問題 となる裂果は、

果柄部から果頂部にかけて放射状に裂け

目が入る放射状裂果であり、激しい場合
は組織の隔壁部分を深くえぐるような症

状を示し、くず放射状裂果と称 し商品価

値を失 う。

トマ トの放射状裂果の発生要因に関し

ては、これまで多くの報告がある。土壌

水分の急激な変化 (三井内ら,1960)、降

雨、夜露 (上村 ら,1972)、高温 (Frezier,
Bowers,1947)、 強 日射 (Frazier,1952)な

夏秋 トマ ト雨よけ栽培における放射状裂果の発生に及ぼす果実温の影響

塩谷哲也 ・鈴木隆志

岐阜県中山間農業技術研究所

E地皓cts of fruit temperature on radial fruit cracking in su11lner and

fall culture oftomato under plastic canopy

Tetsuya Shioya and Takashi Suzuki

G i t t  P r e F e c t u r a l  H l l l y  A g r i c u l t u r a l  l n s t i t u t e

どが放射状裂果の発生を促 し、遮光によ

つて軽減 される (BrO_ll・Pice,1934)

ことが報告されている。
しかし、いずれの報告も夏秋 トマ ト栽

培で放射状裂果が 8月 ～ 11月の長期間に

発生し年によつて発生時期やその程度が

異なる現状を十分説明できるものではな

く、その主因は明確になっていない。

近年、鈴木,柳瀬 (2002)は夏秋 トマ ト

栽培における放射状裂果の発生は、土嬢

水分による影響は少なく、茎葉や果実に

日射が当たりやすい条件で発生しやすい

と報告している。

また、鈴木"l瀬 (2001)は夏秋 トマ ト

栽培における放射状裂果の発生は、幼果

期の積算 日射量との相関が高いことから

果実温の上昇が要因として推祭されたと

報告している。

そこで本研究においては、放射状裂果、
特に症状の著しいくず放射状裂果の発生

要因を明らかにするため、果実温の影響
の面から検討した。
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2。 材料および方法

実験 1 加 温処理が放射状裂果発生に及
ぼす影響

台木
`が
んばる根

'お
よび穂木

`桃
太

郎 8)を 2004年 4月 7日 に播種し、 4月
30日 に幼苗接ぎ木した。接ぎ木首を5月
26日 に、問日6m、 奥行き 50mの 南北

棟雨よけハウスで株問 40cm、条間 80cm、
5条 に定植 し 11月 まで養液土耕栽培 し
た。西側の畝の株を供試 し、直立仕立て

によって果房を光の当たりやすいように

西側に向けて誘引し開花前から葉吊りや
摘葉によって玉出しを行った。ハウス側

面と妻面全面には4 mm目 合いの防虫ネ

ットを張った。施肥に関しては、追肥の

み と し 、 園 試 処 方 の 1 / 2 単位 液
(EC;1.2dSm・)を 用い、栽培期間全体で窒

素成分を 10a当たり23kg施用した。
試験区は対照区、加温処理区の 2区 を

設けた。 力日温処理方法は、遠赤外線ヒー

ターを用い、 6月 23日 ～ 8月 27日 の期

間、毎日9時 ～ 15時の問幼果期の果房周
辺で実施 し、生育時期に合わせて 1段 か

ら3段 果房まで加温位置を調節 した。収

穫調査については、収穫果数、果重、放
射状裂果発生状況等を調査した。なお放
射状裂果については、裂果の程度が著し

く出荷できないものをくず放射状裂果 と

し、その発生割合についても調査 した。
実験については、対照区で 1区 5株 、 3

反復、加温区で 1区 3株 反復なしで行つ

た。果実温はサーモグラフィーにより加
温位置の果実表面を測定した。

実験 2 送 風処理が放射状裂果発生に及
ぼす影響

台木
て
がんばる根

'お
よび穂木

`桃
太

郎 8'を 2003年 4月 7日 に播種し、 4月
30日 に幼苗接ぎ木し 24穴 セル トレイに

仮植 し、 6月 2日 に若首定植 した。試験
施設、施肥、耕種概要、調査項 目につい

ては、実験 1に 準ずる。

試験区は無処理区、送風処理区の 2区

を設けた。送風処理方法は、撹拌扇を用
い、毎 日9時 ～15時の 6時 間幼果期の果

房周辺に実施 し、生育時期に合わせて 1

段～10段果房まで送風位置を調節 した。

果実温は果実表面下にセンサーを設置し

演」定した。実験については、 1区 5株 、
2反 復で行った。

3.結 果及び考察

実験 1 加 温処理が放射状裂果発生に及
ぼす影響

果実表面温度は、加温処理区で 475℃ 、

対照区で 426℃ となり、加温による果実

表面温度の有意な差が見らた。 (表 1)。

旬別 くず放射状裂果発生率の推移を見
てみると、加温処理区は 8月 中旬までは

対照区よりも高く推移したが、 8月 下旬
には逆に対照区が高くなった (図1)。

加温処理区の総収量 ・可販収量 。平均

果重は、対照区より低下する傾向が見ら

れたが、総収穫果数 ・放射状裂果数及び

くず放射状裂果数は同等であつた。(表2)

以上の結果より8月 中旬まで加温区に

おいてくず放射状裂果発生率が高かった
のは、加温により成熟が促進され、収穫
時期が早まったことによると考えられ、

放射状裂果及びくず放射状裂果の発生に

与える果実温の上昇の影響は少ないと推

察された。

対照

47.5

42.6

有意差
Z

Zt―
testにより,ネ0.05水準で有意差あり,

調査日 :平成16年7月28日 13時 30分
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表2加 温処理を行つたトマトにおける収量,平均果重,総 収穫果数,放射状裂

収量 収量 果重 果数 裂果数  状 裂果数

実験 2 送 風処理が放射状裂果発生に

及ぼす影響

送風処理区内の風速は、0.1～ 0.9mた

の範囲であった。 (図2)

果実温は、40℃ 以上になった時間が対

照区で 185分間、送風処理区で 40分 間と

なり、送風処理により果実温が 40度 以上

となる時間に 2時 間程度の差が見られた

(図3)。

旬別くず放射状裂果発生率の推移を見

ると、送風処理区は 9月 中旬頃から発生

し始め、無処理区より発生率が増加する

傾向がみられたが (図4)。 栽培期間全体

でも送風処理区は放射状裂果数、くず放

射状裂果数が増加する傾向が見られるも
のの有意な差はなかった。 (表3)

以上の結果から送風処理によって果実

温が低下しても放射状裂果及びくず放射

状裂果の発生が増加する傾向が見られた。

また、鈴木"「瀬 (2001)は夏秋 トマ ト栽

培における放射状裂果の発生は、幼果期
の積算 日射量との相関が高いことから果

実温の上昇が要因として推察されたと報

告しているが、本実験の結果から放射状

裂果及びくず放射状裂果は、果実温上昇
の影響によるものでないと推察された。

05     1      1.5     2

フアンからの距離(m)

図2送 風処理区内の風速

対照   2.63   1.79    201   13=1   8.20   3.60
調査期間 :7月 20日～ 8月 28日
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表3処 理を行つたトマトにおける収量、平均果重、総収穫果数、放射状裂果数及

びくず放射状裂

収量 収量 果 重 果数 裂果数  状 裂果数

無処理   6.38 11.50       4.40

孝手推圭差喜        ns         ns          *         ns         ns         nS

t―testにより,ns:有意差なし,*:0.05水 準で有意差有り

総収穫果より求めた

4。 ま とめ

実験 1に おいて加温処理を行つたが、

放射状裂果及びくず放射状裂果の発生は、

対照 と比べ同等の傾 向が見 られ、実験 2

では送風処理により果実温が低下 したが、

放射状裂果及び くず放射状裂果の発生が

多 くなる傾向が見 られた。

このことか ら果実温の上昇が、夏秋 ト

マ トにおける放射状裂果への影響は少な

いものと考えられた。
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中国黄土高原における多雨季前期の降水メカニズム

大和国春樹 ・大和田道雄

東京大学大学院生 ・愛知教育大学

Mechanism ofprecぉitatiOn in early maximum raiw season in the LOess plateau,China

Haruki Owada and Michio Owada

Graduate student,University ofTokyo and Aichi Un市 ersity ofEducation

1.は じめに

中国の黄上高原は,標 高 1000～1500mの

高原地域であり,か つ半乾燥地域に相当す

る(福井,1961;福 井,1965;田 村,1991).

黄上高原の降水は,そ のほとんどが 7～9月

に集中し(Domros and Peng,1988),短時間

に集中的に発生することが多い(大森 ・買,

1990)。また,年 降水量は北部で約 300Hlm,

南部で約 0的mで あるが,年 変動が激 しい

特徴を併せ持つ (福井,1961;福 井,1965,

日村,1991)。 しかし,黄 上高原は中国でも

有数の小麦生産地域であり,夏 季の限られ

た降水量は農業的見地からも重要である.

今後,こ の地域の降水を予測することは食

糧問題にもつながる研究課題である.特 に,

黄上高原の降水は 7・8月 に最盛期を迎える

が,そ の前期 (7月)と後期 (8月)とでは水蒸

気を輸送する気流系が必ずしも同じではな

い(大和田ほか).そ こで,本 研究では,ま

す黄上高原の降水最盛期の前期にあたる 7

月に着目し,降 水の地域的特徴とその要因

について分析を行つた.

2.資 料

降水量解析は,NCAR(National Center

for Atmospheric Research)による黄上高原

とその周辺地域における中国の地上観測降

水量データ(22地点)の日別値を用いた.解

析期間は,climate shift以降の 1979～1992

年までである.気 流系は,NCEP(National

Centers for Environmental Prediction)

/NCARに よる2.5度 ×2.5度 グリッドの客観

再解析データの日別平均値を用い,水 蒸気

を運ぶ水蒸気輸送 ?7(g/kg・m/s)と水蒸気

輸送量 lα引(g/kg・m/s),お よび水蒸気輸送

経路を決定する気流系解析としての等圧面

高度 z(m)と水平風ベクトル ″(m/s)を解析

した。

3.責 上高原の降水地域特性

黄上高原における降水の地域特性は,降

水量の日別データを基にウォー ド法を用い

たクラスター分析によつて分類した,

その手法は,n個 の個体について,p個

の変数 Xll,X12'・… 'Xl,(i=1,2,,..,

■)が あるとした時,ク ラスター間のユー

クリッド平方距離

毛=Σ IX・ド Xjた)2,



を計算し,ユ
ークリッド平方距離の最も近

いクラスターを併合して 1つ のクラスタ
ー

とした。また,ク ラスターaと クラスタ
ーb

が併合されてクラスターcが 作 られるとす

ると,dab,d理,d.bを,ク ラスターaと クラス

ターbが 併合される前の各クラスター間の

距離としたとき,併合後のクラスタ
ーcと ク

ラスターx(x■a,x≠b)と の距離は,

軽c=αatta tt αb宅ぅ+β島 +71吃a一ち | … (2)

で示される。本研究では,ウ ォー ド法を用

いたため

αa==(nx+n8)/(n.ttn。),

αb=(n.+nb)/(n.ttn。),

β=一nx/(nx+nc), 7=0

として計算 し,樹形図で表現した。ただし,

n,は,ク ラスタ
ー aに 含まれる個体数 (デ

―夕の個数).nb,nc,n.も 同様 とした。

「= 耳 = = = = こ 再震軍ロヨ甲ロロロロロ■■甲■■甲■■ m

図1 クラスター分析に基づく降水工地域分類図

その結果,北 西部 (クラスター1)。南西部

(クラスター2)・北東部 (クラスター3)・南

東部 (クラスター4)の 4つ の地域に分類 し

た (図 1).そ こで,黄 土高原における地域

別の気圧場と気流系,お よび水蒸気輸送場

の違いを降水量が上位 5%以 上に属す る

1979年を対象とし,事 例降水日を抽出して

比較した,

４Ｎ

２Ｎ

ＯＮ

８Ｎ

６Ｎ

４Ｎ

２Ｎ

ＯＮ

８Ｎ

６Ｎ

4 解 析結果

41.北 西部

北西部に降水がもたらした水蒸気輸送場

(1979年 7月 26日 )は (図2),黄 上高原に

輸送される南東からの水蒸気が華南および

西太平洋から供給されている。この時の気

流系は,大 気上層では黄上高原の西側に偏

西風の トラフが形成されるため,黄 上高原

は西南西の風が支配し,そ の北側では低気

圧性の渦が形成されている。また,偏 西風

の蛇行に伴 うリッジが日本の北側に現れる,

さらに,大 気下層では北太平洋高気圧が上

層の偏西風のリッジに沿つて北側へと張り

出しを強め,華 南からの南風と北太平洋高

気圧の外縁部から派生した南東風

が黄上高原に流入する。この風が黄上高原

に水蒸気を輸送したと考えられる.

42 南 西部

図 3 南西部降水日の水蒸気輸送場

qu】qv(850hP3)Juty 26 1979

図 2 Jヒ西部降水日の水蒸気輸送場
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南西部 (1979年7月 30日 )では,黄 上高

原付近に水蒸気が輸送される方向と降雨域

に対応が見られたが(図3),黄 上高原に輸

送される南東からの水蒸気は西太平洋から

のみ供給されている 気 流系では,大 気上

層において黄上高原から北東側に低気圧性

循環が形成されて大気下層まで現れるため,

大気下層における北太平洋高気圧はその南

使において西側に大きく張り出している.

この北太平洋高気圧から派生した南東風と

華南に形成された低気圧性循環からの南東

宮、が黄上高原に水蒸気を輸送したと考えら

れる

43 北 東部

,と真す 19T9年 7月 2日 )の特徴は,華 南

子と「==き |つ水蒸気が輸送されていること

=と | こ れは,こ の時の気流系に

=気 上唇から下層まで低気圧性の渦

そう吉側に位置する北太平洋高気

==!阜 の高部で西側へと張り出して

r ミ ンガル湾から流入する南より

を 'よ蒸気が輸送されたものと考え

百三手:1ヨ「9年 7月 4日)の降水は,華 北

を=下 をうよ蒸気が輸送されたためであ

図5 南東部降水日の水蒸気輸送場

る(図5)。その時の気流系は,大 気上層で

は黄上高原の西側と東側に トラフ,黄 上高

原付近にリッジが形成されて トラフの北側

に低気圧性の渦が現れるが, 日本の北側に

位置する低気圧性の渦の勢力が強いため,

大気上層から下層にかけて北緯 30度付近

まで南側へと張り出す。したがって,そ の

南側に位置する北太平洋高気圧の勢力は弱

く,黄 上高原に影響をおよぼさないが,低

気圧性の渦から派生した北東風が西風とな

って黄土高原に水蒸気を輸送している.

5 ま とめ

黄土高原における多雨季前期 (7月)の降

水は,ク ラスター分析から北西部 ・南西部 ・

北東部 。南東部の 4つ の地域に分類できる.

また,降 水域と水蒸気が輸送される方向に

対応が見られたが,各 地域で輸送方向が異

なる.

黄上高原における西側の降水は,偏 西風

の蛇行に伴 う低気圧性の渦が日本の北側で

大気上層から下層にかけて現れ,そ の南側

に形成された北太平洋高気圧の外縁部から

派生した南東風によって降雨域に水蒸気を

輸送される。一方,東 側の降水は北部と南

部で特徴が異なり,北 東部は低気圧性の渦

qurqv(850hPO)Juン 21979

区 4 】ヒ東部降水日の水蒸気輸送場
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が北太平洋高気圧の北側への張り出しを制

限し,西 に張 り出した北太平洋高気圧 とべ

ンガル湾からの南西風が降雨域に水蒸気を

輸送して雨が降る。また,南 東部は低圧性

の渦が発達して北太平洋高気圧の北側,お

よび西側への張り出しを制限し,低 気圧性

の渦から派生した北東風が水蒸気を輸送 し

ている.

今後は,多 雨季後期 (8月 )の降水メカニ

ズムについても詳しく考祭し,黄 上高原の

降水最盛期における降水と気流系の関係を

明らかにしていきたい,
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2004年 に静岡県で発生 したチャの気象災害

中野敬之 ・大石哲也 ・中村茂和

静岡県茶業試験場

M e t e o r o l o g i c a l  d i s a s t e r s  o f t e a  w h i c h  o c c u r r e d  o n  S h i z u O k a  p r e f e c t u r e  i n  2 0 0 4

Takadi Nakano,Tetsuya Oishi and Shgekazu Nakalllura

Shizuoka Tea Experil■ent Station

2 t X H年 ,静 岡県の茶産地では様々な気象

災害に襲われた。本報では,2～ 3月 の寒害,3

～ 4月 の凍霜害,7月 の干ばつ ・高温障害に

おける発生時の気象状況 と被害の状況につい

て解説する。

1.寒 害

20 0 4年 2月 下旬,牧 之原周辺の茶生産者

から 「葉が赤く変色 した茶園がある」との報

告があった,試 験場内を観察すると,寒 害の

特徴である軽微な褐変葉が散見された.3月 2

日に牧之原周辺の茶園を巡回 した結果,金 谷

町,島 田市の極一部であるが,枝 ,株 単位で

の落葉が著 しく,一 番茶収量に影響する程の

技害がみ られた 試 験場 と金谷町での被害は

風通 しの良い場所が多く,島 田市は隣接 した

茶園でも被害程度が全 く異なった (写真 1) .

これ らの技害は,乾 燥 した風による過乗Jな蒸

散 と土壌からの吸水のアンバランスによつて

生 じたと考えられる.

また,4月 6日 に富士市の茶園を巡回する

と,標 高 30 0 m以 上の地域では,枝 単位で茶

樹が枯死す る症状がみ られた (写真 2) `被

害の発生には場所による法則性が無いことか

ら,風 による影響とは考えられず,枝 の凍結

によつて枯死 したと考えられる.

静岡県におけるチャの寒害は,ほ とんどの

場合厳冬期にはみられず,休 眠が覚曜 した茶

樹が生理代謝 を高める 2月 下旬以後になっ

て,温 暖地から寒冷地に向かつて発現 してい

く特徴がある,図 1に 20 0 3～ 20 0 4年の牧之

原 AM e D A Sに おける最高,最 低気温を示 し

た.チ ャの寒害の発生機構は,耐 凍性 との関

連性もあるので,最 も冷え込んだ 1月 下旬の

低温が原因とは断定できない.

（ｐ
）
栗
転
導
革

・
距
革

10月 1日   11月  1日   12月  十日   1月  1日    2月  1日   3月  i日    4月  1日    5月  1日

2003′V2004盗子

図 1 牧 之原 AMcDAS(静 岡県菊川市倉沢)に おける最高,最 低気温の推移

e 最 高気温

― 最低気温

―一 最高―平年

一― 最低―平年
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写真 1 島 田市野田 2004年 3月 2日 撮影 写真 2 宮 上市大淵 2004年 4月 6日 1最影

2  凍 痛害

当場 では,毎 年 ,防 霜施設の効果 を受 けな

い茶 1愛|で冬～春にかけて,高 さ別気温,茶 株

前i気侃 (茶株面の 5 c m上 方 に熱電対 を設置 ) ,

葉 温 (樹冠頂部 の栗票 に熱電対 を設置 ) ,正

味放射量 ,風 向,風 速 を計柳|している

2 0 0 4年 3月 2 6～ 2 7日 の夜間における気象

|イ上移 を図 2左 に示 した  3月 2 6日 の 2 1 0 0に

風速が弱まり,そ の後,気 温 と茶株面気温 ・

業温との温度格差が拡大 し, 3月 2 7日の 2 : 0 0

～ 3 : 0 0は茶株面気温が、1℃ ,葉 温が、2℃ を

記録 した 4 1 0 0に なると再び風速が強まり,

茶株面気温と葉温は急激に上昇 した

2 0 0 4年の 3月 中旬か ら 4月 上旬における

茶芽の低温処理垢i度と枯死芽率との関係を表

1に示 した

2 1 0 0 06i00      09!002■0 0

（
モ

誉

）

叫

孫

終

普

日

（
ｐ

）

栄

は

　

四

原

北
　
　
西

〈七

≧

）

８

ｒ

終

皆

日

（
辞

誉

》

料

日

北
　
　
西

　

　

ホ
ロ
　

　

東

Ｅ

国

（命

造

）

田

霞

昌南

束

Jヒ

γ
/ 厠向

睡

21:00      0010o      o3:00      06i00      09:00
2 0 0 1年4月2 4～2 5日

(許岡茶試ほ場での観沢J結果)図 2

13i00      21,00      90i90      03i00      06i00      09i00        1 5 il19      18,00

2004年3月26～27日

3月 2 6～ 27日 ,4月 24～ 25日の夜間における気象状況

一 気温地上 lm     株 面気温

気温地上3m   ― 一 葉温

気温地上7m

＼
＼

一 気温地上 l m     輔 地上7 m

気温地上3 m     株 面気温

ピ ン
釘品i luLlm

/稲
舗
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3月 2 9日の調査では, - 6℃・2 h r処理で 8 5 %

が枯死 したが, - 3℃ ・2 h r処理での枯死芽率

は 0 %だったことから, 3月 2 6～ 2 7日の低温

は試験場内の茶芽に影響を及ばしていないと

考えられた し かし, 4月 中旬以降になると,

十【之原南部の早場所地帯で,茶 芽が生育しな

茶ヽ目が方々でみられるようになった (写真

3  ア 毒ファンの故障と考えられる) 3月 2 6

～ 2 '日 の低温時〕牧之原南部の茶園におけ

=■ ■! ' =十烹性|ま,試 験場内よりも低かつた

ヽ E 5 =つ 夜間における気象推移を

子す こ な お,葉 裏に付けていた熱

iて tた め,葉 温は不明である 4

表 1 2004年 の低温処理による枯死芽率の推移

処理温度 03/16 03/24   03/29   04/02

- 3 ℃

、6 °C
- 9 °C
‐12°C

一
　

一　

５

３０

40

65

95

0     100

85      -

100      -

　ヽ

一
　

一

”

　

）
に

　

ヽ
一

一
．
．
　

一
一
十　

　

一
一
一　

　

・
一

一
一一一　

　

，
一

　

（

二

】

ャ

）
　

　

　

一

ヽ
一
　

一一一一一一一．

表中の値は 2hrの低温処理による枯死芽率(%)を示す。

月 2 4日 夕亥」か ら翌朝にかけて,正 味放射量

が低 く,風 速 も弱い状態で経過 した 高 さ別

気温は 3月 2 6～ 2 7日 よ りも高めに推移 した

が ,茶 株面気温の低 下は著 しく, 3月 2 6日

2 1 , 0 0には地上 l mの 気温 よ り 1 0℃ も低い- 2

℃ を記録 した

二
~ i三
二主をて,静 岡県下の山間部を中

_二
i = =■
=【を三 ンた 被 害のほとんどは,

「丁子て=■ 生 百 三ゃ)何 らかの トラブルで

■■
十_ ! =有 雪:しなかった茶園である (写

三 二 ■ = =〒 近だったことか ら,収 量に

子i二f号 ュニL東 きく)被 害は静岡県下 1 7市

=〒「
~二
耳■ て|さ生 し,被 害金額は 5 2 6百万

と 手 ばつ ・高温障害

二E : 二三 6～ 7 月 における最高気温,

降水量,場 内茶園の p F値 の推移を示 した 6

月は比較的降雨に恵まれたものの, 7月 以降

は少なく,平 年 よりも 7日 早い 7月 1 3日に

束海地方の梅雨明けが発表 された 7月 以降

は最高気温が 3 0℃ を越え ることが多 く, 7

月 2 1日には牧之原 A M c D A Sで 3 6 6℃ の極値

を記録 した 試 験場内の茶園に設置 した土壌

水分計の p F値 は 7月 5日 頃か ら上昇を始め

て, 7月 1 0日 にはチャで要かん水の基準と

なっている p F 2  3を越え, 7月 1 5日には測定

不能の水準に到達 した

写真 4 菊 川市倉沢 2004年 4月 25日
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写真 5 掛 )|1市上内田 2004年 7月 22日 写真 6 2003,2004年 8月 における新梢の生育状況

7月 22日 ,茶 生産者か ら一報があつたの

で,牧 之原周辺を調査 したところ,一 部の茶

園で新芽の葉が縁側から褐変 していく症状が

見られた (写真 5)他 には,7月 21日 の午

前に摘採 した茶園で,古 葉が掲変 している茶

園も見られた

この時の気象によつて葉が枯死するほどの

症状は,全 体的に希であつた し か し,新 芽

の生育期に生 じた干ばつ ・高温によつて,三

番茶芽は業が小 さくて節間が短い矮小な形態

となった (写真 6) . 2 0 0 4年 1 2月現在,牧 之

原周辺の茶園では, この時に形成 された葉が

樹冠表面を覆っている.

1日  6月  16日  7月  1日  7月  16日  7月  31日

3 2 0 0 4年 6～ 7月 における気象状況

（ｐ
）
栗
順
距
瞬

（Ｅ
）
川
Ｋ
避

七
Ｇ
邸
＝
□
無

卜
研

図
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支 部 報 告

○平成 16年度夏期集会

平成 16年 10月 1日 に夏季集会で浜松市、三ヶ日町の気象関連施設を見学した。参加者は

19名であった。                 i

O平 成 16年度総会

平成 16年 12月 10日 (金)に、名古屋工業大学 (名古屋市)に て開催され、平成 16年度

の役員、平成 15年度の事業報告及び会計報告、平成 16年度事業計画及び予算が承認され

た。

○平成 16年度研究発表会

平成 16年 12月 10日(金)に、名古屋工業大学 (名古屋市)に て開催され、5題 の研究発

表が行われた。参加者は21名であった。

平成 16年度支部役員

支部長   田 中和夫 (野菜茶研)

顧間    竹 園 尊  中 川行夫 石 井征亜 野 田正樹

度務幹事  細 野達夫 (野菜茶研 8月 まで)→  鈴 木克己 (野菜茶研 8月 から)

会計幹事  中 野有加 (野菜茶研)

幅集幹事  岩 尾憲三 (名工大)

幹事    (○ は支部評議員、各県一名)

愛知県 今 川正弘 岩 尾憲三 〇 鈴木茂敏 (名城大) 中 野有加 細 野達夫

岐阜県 越 川兼行 (岐阜県農技研) ○ 田中逸夫 松 村博行 (岐阜県中山間農技研)

宮川修一 (岐阜大)

静岡県 大 須賀隆司 (静岡農試) 杉 山和美 (県柑橘試)谷  晃 (東海大)

○林 真紀夫 (東海大) 松 尾喜義 (野菜茶研 金谷)

三重県 梅 崎輝尚 (二重大)岡 田邦彦 (野菜茶研)① 新庄 彬 (三重大)

田中一久 (二重科技セ)

支部選出本部役員

本部理事  田 中逸夫 (岐阜大)

本部評議員 新 庄 彬 松 村博行 林 真紀夫

永年功労会員表彰審査委員 細 井徳夫 (野菜茶研)

本部学会誌編集委員 谷  晃

会員数 :157名 (平成 16年 12月 8日 現在)
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